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Hitoyoshi General Hospital

理　　念
　地域の中核医療機関として、良質
で安全な医療を提供し、信頼される
病院を目指します

基 本方 針
１．患者の人権と意思を尊重します
２．高度で良質な安心できる医療を提供します
３．地域医療支援病院として急性期医療や医療連携に努めます
４．職員の教育・研修を推進し、自己研鑽に努めます
５．健全な病院運営に努め、患者に信頼される病院にします

　今回、私は「ポータブル撮影における被ばくを考え
る」というテーマで発表させていただきました。日ご
ろ、ポータブル撮影は管理区域（法律で定められた区
域）外で撮影するため、介助者や周囲の人への被ばく
量がどれほどなのかという事を知っていただくため、
また、自分自身も再確認するため、このテーマを選ん
だわけですが、実験していく中で新しく発見できたこ
ともありました。
　学生時代とは違ってこのような大きな学会形式での

発表経験がなく、ただひたすら原稿を読み挙げるのが
精一杯でした。質疑応答では、未だかつて経験したこ
とのないほどの緊張をしており、自分の答えたいこと
がほとんど言えずしどろもどろでした。
　他の発表者の発表の仕方や、内容など学ぶことも多
く、大変有意義な経験でした。今後、この発表させて
頂いた内容、経験を患者さんに活かしていきたいと思
います。

放射線科　吉松　泰浩

　平成 18 年 12 月９日、人吉カルチャーパレス
にて、第２回 健康保険人吉総合病院研究表会・
講演会が開催されました。
　職員による９つの研究発表の他に、特別講演
として、吉村惣四郎　健康保険人吉総合病院第
六代事務長による「健康保険人吉総合病院の歴
史について」を拝聴することが出来ました。「人
吉総合病院の歴史について」は、人吉総合病院

が市民の皆様の寄付によって創設された歴史あ
る病院であることを貴重な資料の紹介とともに
知ることが出来ました。改めて吉村惣四郎　第
六代事務長に感謝申し上げます。また、原田洋
明　呼吸器外科医長による講演「国内留学、海
外留学を終えて」は、海外の興味ある文化や習
慣の紹介とともに海外の最先端の研究をわかり
易く発表していただきました。
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　平成18年12月２日、

健康保険人吉看護専門

学校の調理室にて糖尿

病患者会「わかあゆ会」

によるおせち料理作り

が開催されました。

「ワァ、きれい」

　盛り付けられた料理を見ての第一声。桃色の型抜

きされたご飯、その上の玉子の黄色、絹さやの緑が

ひときわ目に付く。赤いえび、栗きんとんもおいし

そう。雑煮を添えておせち料理の出来上がり。白身

魚、えびの薄味、雑煮、煮物とめりはりが利いて食

べ応えがありました。今回は心臓病友の会のかたが

たも多数参加してくださって調理も順調に進んで

いました。私たちは食事に約束事が多くて見た目が

30％位を占めているように思います。その条件を

充分に満たしてくれたと思います。スタッフの皆様

ありがとうございました。

＊ お品書き ＊
桜ご飯・雑煮・黒豆・田作り・数の子・紅白

カマボコ・車えび・白身魚の照り焼き・菊花

かぶ・煮物・栗きんとん・フルーツ

わかあゆ会　山口　敬子

　11 月 24・25 日の日程で、大分県の別府ビーコンプ
ラザで開催された日本医療マネジメント学会に参加し
てきました。当院からは 22 名の参加でした。
　今回、私は当院で取り組んでいる「断煙外来クリティ
カルパス」についてポスター展示で発表しました。断
煙外来クリティカルパス？ポスター展示？とわからな
い方もいらっしゃると思いますので、まずは「断煙外
来クリティカルパス」について、少しお話させていた
だきたいと思います。
　断煙外来は、平成 17 年５月にスタートし、早２年
目となります。当初は自由診療でしたが、平成 18 年
９月より、施設基準をクリアし、保険診療として診療
できるようになりました。保険診療となり、料金も半
額近くとなり、また広報活動の成果もあり、患者数も、
徐々に増えてきました。
　当初より、私たちスタッフは毎月外来勉強会を開
き、何を患者さんに指導すべきなのか、また、外来に
おける看護師の役割とは何かなどを話し合ってきまし
た。今までは、看護師の役割や患者さんへの指導方法
が明確化されておらず、医師対患者の関係でした。そ
のような反省をふまえ、今回クリティカルパスの作成
に取り組みました。クリティカルパスを作成したこと
で、患者さんへの指導内容や看護師の役割が明確化さ
れ、業務が以前よりスムーズに感じるようになりまし
た。また、患者さんへの指導時期の明確化や初診時の

情報収集のもれを防ぐことがで
き、断煙外来患者にとっても、
当院外来スタッフにとっても大きなメリットとなりま
した。
　次に「ポスター展示」についてお話します。今回
の学会において 122 のパスのポスター展示がありまし
た。その一角に私も展示をしました。２日間展示して
おり、立ち止まってのぞき込んでくださる人をみかけ
ました。ところが、両日ともにクエンスチョンタイム
が設けてありましたが、クエスチョンしてくださる方
は誰もいらっしゃらず、ホッとしたような、寂しいよ
うな複雑な感じがしました。
　以上をもちまして、学会報告より断煙外来について
の文章が多いですが、学会報告とさせていただきます。
　断煙外来スタッフで作り上げたパスは、まだまだ試
行錯誤中ですが、その都度評価し、よりよい断煙外来
作りができたらと考えています。

ＩＣＵ　緒方　一美

日本医療マネジメント学会
－第５回　九州・山口大会－に参加して



No.413

3

Hitoyoshi General Hospital

　ライナック棟は平成 16 年２月開設され３年目となりま
す。人吉・球磨地域では始めての専門診療科ということで
診療内容がどのようなものか治療・検査の利用状況を紹介
します。１階は放射線治療（ライナック）室、２階はＲＩ
（ラジオアイソトープ）検査室です。
　放射線治療（ライナック）とは、Ｘ線を加速器（ライナッ
ク）から発生させて病変部に照射する治療法で、年間（平
成 17 年）102 名の方が受けられ、照射回数は疾患・部位・
病状によって 10 回から 35 回で、延照射回数は 2258 回と
なっています。
　有害反応（副作用）として、全身反応は放射線宿酔，骨
髄機能抑制，栄養状態低下があり、局所反応は皮膚障害
（紅斑，色素沈着，落屑，糜爛）、粘膜障害（口腔，咽喉頭，
食道では嚥下痛，嚥下困難）、消化管障害（嘔気，腹痛，
下痢，便秘）、排泄障害（頻尿，頻便）など個人差はあり
ますが照射回数が増すにつれて出現します。有害反応（副
作用）の出現を予測した予防対策、出現時の苦痛の緩和対

策が重要となります。
　ＲＩ検査（シンチグラ
フィー）とは、ＲＩ（ラジオ
アイソトープ＝放射性同位元
素）検査薬を使用して写真を
撮る検査で、体内に投与され
たＲＩ検査薬が特定の臓器や
組織に集まり、そこから発する微量の放射線を体外から特
殊なカメラを用いて検出する方法です。ライナックと違っ
て、放射性薬剤注射後は微量の放射線が出ています。
　検査項目は骨シンチ、心筋シンチ、Ga（腫瘍）シンチ、
脳血流シンチ、肺血流シンチ、甲状腺シンチ、腎シンチ、
消化管出血シンチ、アシアロ（肝）シンチ、メッケル憩室
シンチ、センチネル・リンパ節シンチなどです。年間（平成
17年）の検査件数は 400 件で院内：295 件、院外：105 件（人
吉市：22件・球磨郡：81件・県外：２件）となっています。
　今後、放射線治療・検査の関心は高まり需要は多くなる
と考えられます。看護領域のかかわりも広くなっており、
放射線診療に対する的確な説明・指導、精神的な支援など
ができる様に、看護師自身が専門知識を習得する必要性が
あることを感じています。

ライナック棟　植杉　千枝子

ライナック棟の紹介

　健康保険人吉総合病院では、ストーマ用具・術後用補助下着・医療用かつ

らなどの相談を行っております。患者さんの必要とされる情報が、少しでも

スムーズかつ正確に届けば幸いです。予約は不要です。お気軽にご相談下さい。

　※今回開催日は、１月 26 日となります。

　　日　　時：第４金曜日（祝祭日は除く）

　　時　　間：１４：００～１５：００

　　場　　所：２階　多目的室（図書館）

　　相談内容：ストーマ用具・術後用補助下着・医療用かつら

　※問い合わせ　健康保険人吉総合病院

　　　　　　　　地域連携室（代表：０９６６－２２－２１９１　内線２４０）

医療・補助用具
相 談 室
開　設

　平成18年12月14 日ストーンクラフト特別企画　クリ

スマスリース作りが行われました。毎月板に石を張り

付けて色を塗るストーンクラフトを開催していますが、

今回はストーンクラフトの講師鮒田一美先生の提案に

より、クリスマスをイメージしたリース作りに挑戦し

ました。かづら、など先生が自ら採取してこられた天

然の素材をいかしたリース作りに患者さんも大変興味

を持たれ、まつぼっくり、南天などを飾り付け、最後

にかわいくリボンで整え作品が完成すると、作品を何

度も見つめ直し、満足感の満ちあふれた笑顔でとても

喜ばれていました。またこのような特別企画を催す予

定ですので、毎月のストーンクラフトにも興味のある

方は是非ご参加下さい。お待ちしております。

ストーンクラフト特別企画 クリスマスリース作り
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◆クリスマスコンサート開催
　去る 12 月 15 日、一階外来ホールにてクリスマ
スコンサートが催されました。
　今年は、例年より少し早い開催日で、万全という
わけではありませんでしたが、精一杯唱いました。
多くの方々に楽しんでいただくために、クリスマス
ソングをはじめ、アニメ映画の歌、歌謡曲、聖歌、
ハンドベルなど様々なジャンルの曲を発表させてい
ただきました。
　今回は、合唱以外にもフルート演奏やウクレレの
弾き語りがあり、見所満載のステージでした。フルー
トの音色はとても美しく、涙を流して聴かれている
方もおられました。また、ウクレレの弾き語りでは

会場が温かい
雰囲気に包ま
れました。
　中でも盛り
上がりを見せ
たのは、看護
学生による「し
あわせなら手をたたこう」です。患者さんも一緒に
歌に合わせて手をたたいたり、頬をたたいたりされ
て、楽しんでおられました。
　毎回たくさんの方に協力して頂いてコンサートが
できることを感謝しています。これからも素適な曲
を提供できるように頑張りたいと思います。

◆総合病院総親会
　ビーチボールバレー大会開催
　11 月 26 日、院内対抗ビーチボールバレー大会
が行われ、私も一選手として参加させていただきま
した。ビーチボールバレーをするのは初めてで、少
し不安もありましたが、チームの先輩方や看護学校
で一緒に練習をした先輩方にいろいろ教えていただ
き、練習から大会まで非常に苦しく、かつ、楽しく
有意義な時間を過ごすことが出来ました。
　ビーチボールバレーをして最初に思ったのは、観
ていると簡単そうに見えるけどやると難しいという
こと。最初はルールも分からずやっているから、思
うように体がついていかないのかなと思っていまし
たが、ルールをある程度おぼえた後も、トスはどの
高さにあげたらアタックをうちやすいか、誰がどこ
にいて誰にあげたらよいか、どの範囲までを自分が

拾うのかなど一瞬で考え
なければならないことが
多々あって、奥の深さを
実感しました。
　大会の結果は優勝。私
が所属するチームは大会
三連覇がかかっていたら
しく、私はプレッシャー
を感じて試合に臨み、優
勝が決まって嬉しさと安
堵感が同時に込み上げて
くるという貴重な体験をさせていただきました。
　大会を通し、普段接点がない方とも顔を合わせる
ことができ、新鮮な感じがしました。大会後は筋肉
痛が少々続きましたが、ぜひ来年も参加できたらと
思っています。

合唱部　濱田　由香梨

健康管理センター　秋山　陽平

◆忘 年 会
　去る 12月９日（土）あゆの里にて、人吉総合病
院忘年会が行われました。病院職員はもちろんのこ
と、総合病院OB、病院ボランティアの方々、そし
て地域の開業医の先生方をお招きし、総勢 260 名
の参加がありました。
　元総合病院事務長である吉村惣四郎様の乾杯の
あいさつで幕が明けると、普段は真剣に仕事をして
いる病院職員も、この時ばかりはとおいしい食事を
食べ、お酒を飲みながら語り合い親睦を深めまし
た。その他にも、新人職員による出し物に院長が飛

び入り参加するなど、職
員の新たな一面が垣間見
られた楽しい会になりま
した。
　来年も気持ちを新たに
し、地域の開業医の先生
方と更なる連携を深め、
人吉・球磨の地域住民の
方々に信頼される医療を
提供していきたいと考え
ておりますので、どうぞ
よろしくお願い致します。

親睦と連携を深めることができました
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　当院には、放射線及び放射性同位元素を利用する

ＲＩ、放射線治療等、放射線施設があります。放射

線施設は、地震、火災などの緊急時の対処など、そ

の安全管理が問われます。また、定期検査、施設検

査等を受けなければなりません。

　放射線取扱主任者とは、放射線障害防止法に基づ

き、放射性同位元素あるいは放射線発生装置を取扱

う場合に、放射線障害の防止について監督を行う者

で、第１種の免状を取得するには、放射線取扱主任

者試験に合格し、かつ文部科学大臣の指定する講習

を修了した者に交付されます。

　先日、１週間の放射線取扱主任者講習に受講に行

かせて頂き、第１種放射線取扱主任者免状を取得す

ることができました。

講習では、放射性同位

元素の取扱い、測定、

管理の実習の他、法令

や放射線施設の安全管

理、定期検査等の対処

について講義があり、

実習やレポート、試験

にしっかり対応しなけ

ればならなかったので、気が抜けませんでした。

　今回の講習で得たことを、放射線の安全管理に役

立てていけるよう頑張ります。

第１種放射線取扱主任者免状を取得して

放射線科　和田　清隆

　11 月 17 日金曜日、

多数の御来賓、病院関

係者の方々に御出席い

ただき華を添えていた

だく中で、本校最後の

戴帽式が行われました。

　最後の入学生である

第12期生を４月に迎え

入れ、早くも７ヶ月が

過ぎました。学生達に

とっては聞きなれない専門用語と格闘し、看護を学べば

学ぶほど、看護の奥の深さを痛感する日々だったようで

す。「こんな自分で看護師になれるのか」と不安も感じて

いるようですが、それでも看護の魅力を感じながら「患

者さんに少しでも良い看護を提供したい」と、少しずつ

看護学生らしく成長してきていることを嬉しく思います。

　毎年、戴帽式の宣誓文はナイチンゲール誓詞を元に、

理想の看護師となるための誓いを考え、学生達が自分

達の言葉で表現しているのですが、12 期生は、ナイ

チンゲールから受け継ぐロウソクの灯（看護の心）を、

「この輝きは人々の尊

い命であり、あきらめ

ずに抱き続ける希望を

象徴しています。この

温かさは、病に苦しむ

人だけではなく、すべ

ての人へ差し伸べ、想

い労わる手と心のぬく

もりです。」と表し、

最後に「多くの人々の

心にも笑顔でこの灯を灯し続けることを誓います。」

と宣誓いたしました。

　第 12 期生を以って本校は閉校致しますが、これま

で巣立っていった卒業生をはじめ、在校生達が本校の

看護の灯を持ち続けてくれることと思っています。

　毎年、学生達の宣誓文には心を打たれ、自分自身の

看護師としての気持ちも新たにさせてくれますが、今

回の戴帽式は最後の戴帽式でもあり、ひとしお感慨深

いものになりました。

健康保険人吉看護専門学校　原口　めぐみ

……戴帽式を終えて……
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職 員 情 報新人紹介

代
ダイ

々
ダイ

　三
ミ

幸
ユキ

（ＩＣＵ・ＯＰＥ室看護師）

◇出身地：人吉
◇ 最終卒業校：国立療養所神奈川病院
附属看護学校

◇趣味：（時々）読書、手紙を書く
◇生活信条・モットー：笑顔で過ごす！
　人にされて嫌なことはしない。嬉し

　　　　　　　　  かったことはたくさんする。
◇好きな言葉：ありがとう
◇尊敬する人：母、友人
◇自分の性格：考え込みやすくすぐにいっぱいいっぱいに
なってしまうのが短所ですが、基本的には楽しいことが
大好きな明るい性格だと思っています。

◇自分のコマーシャル：なかなか覚えるのが遅く、余裕が
ないことが多く、行動が遅い為、スタッフの皆さん、患
者様にご迷惑をおかけしてしますと思いますが、看護師
を「一」から学び直していきたいと思っていますのでご
指導宜しくお願い致します。頑張ります！

東
ヒガシ

　智
トモ

美
ミ

（５階病棟看護師）

◇出身地：山江村
◇ 最終卒業校：出水中央高等学校衛生
看護専攻科
◇趣味及び特技：料理
◇好きな言葉：努力
◇うれしかったこと：子供が顔を見て

　　　　　　　　  笑ってくれること
◇性格：自己主張するのが苦手でマイペースです。
◇自分のコマーシャル：約８ヶ月程育児の為休職してまし
た。久しぶりに仕事を始めることと新しい環境とで不安
で一杯ですがスタッフの皆さんに迷惑をかけないよう
一生懸命頑張りたいと思っています。これからよろしく
お願いします。

退　　職　　　　　 
〈11月 22日退職〉副島　靖子 さん 
〈11月 30日退職〉上村　紗知 さん 

西村　卓祐 先生・太田　有香 先生
結　　婚

笑
っ
て
健
康
促
進
！

第
十
四
回
翔
句
会
開
催
！

　

12
月
８
日
（
金
）
今
年
最
後
の
川
柳
翔
句
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
41
句
の
投
稿
が
あ
り
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
句
の
鑑
賞
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
川
柳
の
先
生
、
西
村
比
呂
志
先
生
も
実

に
面
白
い
句
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
月
の
翔

句
会
で
す
が
、
い
つ
も
よ
り
多
め
に
句
の
紹
介
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
へ
そ
く
り
が
隠
し
た
場
所
に
な
い
の
よ
ね　

章

※
ご
主
人
に
見
つ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
れ

に
隠
し
た
場
所
を
忘
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

◇
テ
レ
ビ
見
て
ど
う
し
て
引
っ
張
る
ま
た
Ｃ
Ｍ

章

※
い
い
と
こ
ろ
で
…
、
こ
う
な
る
と
ま
す
ま
す
先
が
知

り
た
く
な
る
。
人
間
の
心
理
で
す

◇
た
い
せ
つ
な
こ
ど
も
の
え
が
お
守
り
た
い

白
髪
の
バ
バ

※
児
童
虐
待
が
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
子
供
は
未
来
へ
の
宝
で
す

◇
恋
愛
は
か
ん
た
ん
に
散
る
花
な
ん
だま

っ
ち
ょ
ん

※
ま
っ
ち
ょ
ん
さ
ん
に
一
体
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
…
。
青
春
は
甘
く
苦
い
も
の
で
す

◇
主
人
よ
り
猫
が
気
に
な
る
病
床
で　
　

カ
ヅ
子

※
ご
主
人
は
猫
と
一
緒
に
退
院
を
心
待
ち
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
？

今
月
の
川
柳

★
大　

賞

　

名
水
で
洗
っ
て
み
て
も
同
じ
顔

　

章

★
比
呂
志
選

　

忘
年
会
父
子
で
帰
る
午
前
様

カ
ヅ
子

◇

ク
リ
ス
マ
ス
え
が
お
を
は
こ
ぶ
プ
レ
ゼ
ン
ト

白
髪
の
バ
バ

◇

わ
が
妻
の
お
な
か
を
見
れ
ば
鏡
も
ち

尾
方

◇

院
内
は
ブ
ー
ツ
の
か
わ
り
ギ
ブ
ス
す
る

Ｑ
ち
ゃ
ん

◇

鬼
嫁
が
如
来
に
見
え
る
手
術
の
日　

カ
ヅ
子

◇

山
江
村
栗
が
名
物
知
ら
れ
て
な
い　ま

っ
ち
ょ
ん

◇

恙
な
く
そ
れ
が
一
番
い
い
さ
か
な

ひ
っ
け
ん
ば
っ
て
ん
う
ー
ば
ん
ぎ
ゃ

　

次
回
川
柳
句
会
は
１
月

12
日
（
金
）
に
２
階
リ
ハ
ビ

リ
横
の
多
目
的
室
で
開
催

予
定
で
す
。

　

お
題
は
「
お
正
月
」
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
連
携
室　

南　
　

秀
明

企
画
課　

柳
瀬　

智
恵


